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研究成果の概要（和文）： 

「研究／臨床のスタッフと被験者／患者との間のコミュニケーションの質の向上」については、
臨床医工学を中心とする先端医療技術の倫理的・社会的側面に即した教育実践を行い、「専門家
集団と一般市民との間の公共的コミュニケーションの促進」では、臨床医工学に関する異分野
専門家間での対話可能性を探り、公共的コミュニケーションの実践のためのモデルプランの基
盤を作成し、「人間学的・文明論的意味の反省的熟慮のモデルプラン策定」については、先端テ
クノロジーが人間社会や人間存在にとってどのような意味をもつのかを、人文・社会学的視点
から検討する作業を進め、異分野間の討議モデルプランを策定した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
1. Improving quality of communication between research/clinical staff and 
subjects/patients: Based on the teaching practices of ethical and social aspects of 
advanced medical technologies including medical engineering, we have established 
model program of the education. Through some workshop on the clinical ethics case 
studies points to be considered have been made clear for the methodology of clinical 
practice of advanced medical technologies. 
2. Promoting public communication between experts and general public: We searched 
for the model of interdisciplinary dialogue on such topics as neuroscience, genetic 
business and robotics, and built the framework of the public communication on the 
basis of those experiences. 
3. Making model program of reflective consideration from the viewpoints of humanity 
and civilization: By examining the implication of the rapid spread of  medical 
engineering for human being and human society, we made the interdisciplinary 
discursive model. 
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１．研究開始当初の背景 

科学研究やその応用形態であるテクノロ
ジーは、近代社会において市場経済と共にグ
ローバル化を推進する巨大な力を発揮して
きた。本研究が目指すのは、その最先端に位
置する臨床医工学という分野に定位して、異
なるレベルの現場（研究／臨床／公共空間）
でのコミュニケーション・モデルの構築であ
る。臨床医工学とは、様々な領域の先端テク
ノロジーを医療分野に導入する学際的分野
で、遺伝子操作や幹細胞制御などのバイオテ
クノロジー、分子標的薬などのナノテクノロ
ジー、DNA 情報の解析を応用したコンピュ
ータ・テクノロジー、内視鏡や遠隔手術など
の工学テクノロジー、そしてブレイン・マシ
ーン・インターフェイスなどのニューロ・テ
クノロジーがある。こうした分野それぞれに
固有の倫理的・社会的課題および共通の問題
に取り組む。 

 

２．研究の目的 

先端テクノロジーの医療への応用分野で
ある臨床医工学に定位して、その倫理的・社
会的かつ人間学的・文明論的意味を問いつつ、
それに関連する異なるレベルの現場（研究／
臨床／公共空間）でのコミュニケーション・
モデルを構築するために必要な教育プログ
ラムと人材養成プログラムを開発すること
を目指す。研究／臨床（研究者ないし医療者
と被験者ないし患者）および公共空間（専門
家と非専門家）におけるコミュニケーション
を促進するために、大学の研究・教育・臨床
現場を拠点に、NPO 関係者・ジャーナリス
トとも連携しつつ、各プログラムの実践的有
効性を検証する。 

 

３．研究の方法 

 臨床医工学の基礎研究及び臨床応用にお
ける関係者への教育プログラム・人材養成プ
ログラム作成については、大阪大学における
実践とその検証作業を中心に、専門家と市民
による公共的コミュニケーションのモデル
作成については、コンセンサス会議やサイエ
ンスショップの開催とその視察を中心に、先
端テクノロジーが人間社会や人間存在にと
ってどのような意味をもつのかという哲
学・倫理学的問いについては、本研究参加者
を中心とした学問分野横断的な討議を軸に
進める。何れの課題においても、国内外の関
連学会やワークショップ等でその成果を発
表し、討議を積み重ねた上で、関連雑誌に投
稿する。 

 
４．研究成果 
（１）研究／臨床のスタッフと被験者／患者
との間のコミュニケーションの質の向上…
期間内の講義実施を通して、臨床医工学を中

心とする先端医療技術の倫理的・社会的側面
に即した教育実践を行い、多分野の教員・研
究者との意見交換および受講者の意見のフ
ィードバックを踏まえ、モデルプランをまと
めた。また、先端医療の臨床現場において医
療者が直面する難題への取り組みに関わる
研究として、医師・看護師など対象の「臨床
倫理事例研究会」へのコーディネータとして
参加し、臨床倫理検討会を行い、論点整理と
方法論の確立に至った。 

（２）専門家集団と一般市民との間の公共的
コミュニケーションの促進…脳神経科学、遺
伝子ビジネス、ロボット工学という臨床医工
学を包括的に取り上げ、異分野専門家間での
対話可能性を探り、公共的コミュニケーショ
ンの実践のためのモデルプランの基盤を作
成した。 

（３）人間学的・文明論的意味の反省的熟慮
のモデルプラン策定…脳への介入、遺伝学的
検査、ロボット工学をはじめとする先端テク
ノロジーが人間社会や人間存在にとってど
のような意味をもつのかを、人文・社会学的
視点から検討する作業を進め、異分野間の討
議モデルプランを策定した。 
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